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緒 言

抗 酸 性菌 ノ細菌 學 的、 又 ハ臨 躰 的 検 索 テ行 フ ニ

當 リ、 廣 ク自然 界 二散 在 セル非 病 原 性 抗 酸 性菌

ノ迷 入 ニ ヨ リ其 成 績 二種 々 ナル疑 惑 、 或 ハ錯 誤

ラ招來 スル事 アル ハ、 吾 々 ノ屡 ㌃経 験 スル腿 ニ

シテ、 古 ク1909年 二Brem{1)、1919年Beitzke

`2⊃等 ニ ヨ リテ本 問題 二就 テ注 意 テ促 サ レテ ヨ リ

結 核 菌乃 至 ハ癩 菌等 ノ研 究 ラ行 フニ當 リテハ、

一 方 二於 テ非病 原 性抗 酸 性菌 二 關 スル研 究 モ亦

忽 セ ニ スベ カ ラザ ル コ トガ 明 カ トナ リ、 本 菌 群

二 關 スル研 究 盛 二行 ハ ル ・二至 レ リ、 抑 々、 非

病 原 性抗 酸 性 菌 ハ、1855年 一Alvarezand

Tavel{3)ガ 恥 垢 中 ノ抗 酸1生菌 テBazillussmeg-

matisト 命 名 シ タル ニ 始 マ リ、 爾 來 多撒 ノ1研

究 者 ニ ヨ リ、 自然 界 二於 ケル 材 料 二就 テ多種 多

様 ナ ル方 面 ヨ リ廣 汎 二亙 レル研 究 行 ハ レ、土 壌 、

上 水 、 下 水 、 井 水 、 河 水 、 拉 二人 、 及 ピ鳥 獣 ノ

糞便等 ヨリ非病原性抗酸性菌 ノ検出可能ナリト

セラル ・二至 レリ。

最近教室ノ占部博士(4}ハ100餓 種 ノ抗酸性菌ノ

分離培養テ行 ヒ、其各々二就 テ生物學的性状 ノ

詳細ナ研究 ラ行 ヒ、抗酸性菌 ノ研究 二貢献スル

所甚大ナ リ。

余 ハ襲 二、第3報 二於 テ海猿全身淋巴腺 ノ摘出

ラ行 ヒ、從來行ハ レタル研究方法 ト全 ク異 レル、

淋巴腺菲薄塗抹標本鏡検方法ニヨリ結核菌ノ淋

巴系統 ニヨル初期禮 内播布状態 ノ詳細 テ關明ニ

シ得 タルガ、今回ハ之ガ封照實験 ノ意味ヲ以テ

更 二非病原性抗酸性菌中デ比較的 二長 ク動物禮

内二留 リ、亦多少 ノ病愛 テ示 ス ト占部博士二依

ツテ謹明セラレタル菌株二株 テ選 ビ、非病原性

抗酸性菌ノ淋巴系統 ニヨル禮 内播布状態 ノ研究

テ行ヘ リ。
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1)供 試獄、健康成熟海瞑 約60頭

2)供 試菌、木 戸株、及 ビ牛糞66株

イ)木 戸株

第一章 實験材料

本菌株 ハ太 田原教授 が人癩材料 ヨ リ.分離 シタル 人瀬

系抗酸性菌 ニジテ、 占部博士 ノ詳 細ナル 研 究二sv

バ、本菌株 ハ、「ラッテ」ヲ試獣 トナ シ、第 三世代迄 ハ

累代接種 可能 ナ リシ菌 ナ リ。但 シ人癩 菌二非 ズ ト云 ・・

ノレo

ロ)牛 糞66株

本菌株 モ太 田原教授 が 牛糞 ヨ リ分離 セラ レタノレ菌株

きシテ、占部 博士 ニ ヨ リ詳細 ナル生物學 的性状 ノ槍査

行 ハ レ、更 二世代培養 ニ ヨリ保存 セ ラ レタル菌株 ノ分

與 ヲ受ケタル モ ノ。

3)供 試培地

キル ヒナー氏培地

ペ トラニヤー二氏培地

第二章 實験方法

淋 巴系統 ニヨル抗酸性菌 ノ髄 内播布状態 ノ詳細 ヲ關

明 セソ トス〃二當 リテハ、先 ヅ健康海狸 淋巴腺 中二於

ケル抗酸性菌 ノ存 否 ヲ決定 スル コ ト ノ必要 ナル 事 ハ

云 フ迄 モナ ク、コv二 就 テ・・既 二第3報 二於 テ述 ベタ

ル如 ク極 メテ稀ナル コ トヲ謹 明 シ得 タ リ。帥チ健康海

狽 淋 巴腺 内 ニハ抗酸性菌 ヲ検 出シ得 ザ リシナ リ。從 ツ

テ今回 ノ賓験 二於 テモ、淋巴腺 菲薄塗抹標本 中二槍 出

シタル抗酸性菌 ハ接種 菌 トシテ認 ムル コ トヲ得 ベ シ。

而シテ亦静脈 内墨汁 注入 ヲ行 ヒシ場合、淋 巴腺 内二出

現 シ來 ル トコロノ墨汁顧粒 ノ著 シク少量 ニシテ、且墨

汁 ヲ槍 出セル淋 巴腺数 ノ著 ジク少藪 ナル事 ト、嘗 テ天

野`5,ガ 行ヘル動静脈内結核菌注入實験 ニヨル成績 ト

ヲ綜合考按 セノレニ、結 核菌 ノ血流 ヲ介 シテ淋 巴腺 内二

出現 スル モノハ極 メテ少数 ニシテ、菌 ノ移動 ノ・圭 トシ

テ淋巴系統 ニ ヨル モ ノナル事 ヲモ閾 明 トナセ リ。從 ツ

テ非病原性抗酸性菌 二於 テモ 亦結 核菌 ト等 シク 血管

系統 ヲ介 ジテ淋巴腺 内二 出現スル モノ僅 少 ナラ ソト

ハ考 フル ニ難 カラズ
。

槍 出法 トシテ用 ヒソ トスル 淋 巴腺 非薄塗抹標本鏡検

ニ ヨノレ成績 ト淋 巴腺 ノ培養 ニ ヨル 成績 トノ比較 ニ ヨ

リテモ雨成績 二大差 ナカ リシ事 ヲ詮 明 セリ。

實験 二必要 ナル事項 ノ・既 二第3報 中二 詳細 ナル 記載

ヲ行 ヒタ リ。從 ツテ ソノ再録 ヲ避 ケ唯供試菌液 ノ作 リ

方 ノ ミニ就 テ ノミ述 ベソ。

1)供 試菌浮游液 ノ製法

イ)木 戸株菌浮游液

ペ トラニヤー 二氏培地上 二10日 間培養 ヲ行 ヒタル壁

育旺盛 ノモ ノ ヨリ5瑳 ヲ化學天秤 ニテ秤 量 シ、之 ヲ乳

鉢 内ニテ先 ヅ、1乃 至2滴 ノ生理 的食盤水 ヲ滴 加シ
、

充分研磨 シタ刀1後、食盤水 ノ全量 ヲ1.0蝿 トナ シ、生

理的食顧水1蛯 中二5彪 ヲ含有 スノレガ如 キ 割合 ノ菌

浮游液 ヲ作製ス。更 二同一方法 ノ下 二1.0蝿 ノ生理 的

食盤水 中二、10・0晒 及 ビ100竈 ノ菌 ヲ含有 セルガ如

キ菌浮游液 ヲ作製 セ リ。

ロ)木 戸菌株死菌浮游液 ノ製法

前記同一方法 ノ下二、生理 的食盤水1粍 中二5彪 ヲ含

有スノγガ如 キ菌浮游液 ヲ作製 シ、之 ヲコ ッホ氏釜 中ニ

テ1時 間加熱 ヲ行 ヒテ實験 二供ス。

ノジ 牛糞66株 生菌浮游液 ノ製法

本戸株菌液 ヲ作製 シタル ト同一方法 ノ下二、ペ トラ三
ヤ陶二氏培単上 二培養 ヲ行 ヒテ、獲育旺盛 ナル菌 ヲ釣

菌 シ前記同一方法 ノ下 二生理 的食鞭水1.0蝿 中二6.0

瑳 ヲ含有 スル ガ如 キ菌浮游液 ヲ作 製ス。

皿)淋 巴腺非薄塗抹標本鏡検成績 ト
、キル ヒナー氏培

地内培養成績 トノ比較

各 々ノ海狸 ヨ
:リ約40個 ノ淋 巴腺 ヲ摘 出 ジ、亦 肺臓 肝

臓・腎臓・脾臓 ノ四圭 要臓 器 ノ切 除 ヲ行 ヒ、 ソ ノ2分

ノ1ヲ 非薄塗抹標本 トナシ
、残 リノ2分 ノ1ヲ キノve

ナ隔氏培地 内二混入 シ、10日 乃至15日 間培養 ヲ行 ヒ

タル後・沈澱物、 或 ハ浮游物 ヲ載物硝子上 二塗 抹 シ

チ隔ルzL・・ノ坐竺Z氏 染色法 ヲ施 シ鏡槍 ヲ行 ヘ リ
。本 實験

方法へ 第3報 結核菌ノ淋巴腺塗抹標糠 検法、Ut
二淋 巴腺 乳剤培養 法ニ ヨル 雨實験成績 ノ比較 ヲ行 ヒ

タル ト同一方法 二從 ヒタル ヲ
.以テ、 其詳細 ハ 省略 ス

(第三報、塗 照)。

P生 非病原性抗酸性菌輕 口的顛即 自
然界二分布セラノレ・非病原性抗酸性菌 ノ動物

盟 内 二進入 スル経路 ヲ按 ズル ニ、食物 ト共 二経 口的 二
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入 〃機會最 モ多 キコ トハ考フル ニ難 カラズ。余 ノ・先 ヅ

経 ロ的 二非病原性抗酸性菌 ヲ投 與 シ、淋巴腺、蚊 二臓

器内抗酸性菌 ノ存否 ヲ検索 ジ、ソ ノ結 果 ヨ リジテ飼 育

中 二経 口的 二盤 内二入 リシ抗酸性菌 ガ淋 巴腺 或 ハ臓

器内 二瀦溜ヌノレコ ト ノ可能性 ア リヤ 否ヤ ヲ剃 定 セy

トセ リ。即 チ5頭 ノ健康海狸 ヲ選 ビ、其中 ノ2頭 ニハ

牛糞66菌 株浮游液 ヲロ腔 内二徐 々二滴 下 シ、1・0蛭

ヲ自然 二嚥 下 セシメタノレ後、3日 目二 「クロロフォル

ム」麻酔 ノ下 二殺 シ、残 リ ノ3頭 中更 二2頭 ハ、第 一

同菌投 與後4日 目二再 ピ 供試菌浮游液 ノ1・0蝿 ヲ 経

口的 二投 與 シ、3日 後 二「ク ロロフォル ム」麻酔 ノ下 二

殺 シ、残 リノ1頭 ニハ前 記供試菌 浮游 液 ノ同一量 ヲ4

日 ノ間隔 ヲ以 テ7同 経 ロ的 二投與 ヲ行 ヒタル後、6日

目二之 ヲ撲殺 シ、夫 々5頭 ノ海猿 ヨ リ約40個 ノ淋巴

腺摘 出 ヲ行 ヒ、淋 巴腺非薄塗抹標 本鏡楡 方法 ノ下 二淋

巴腺 内非病原性抗酸性菌 ノ有無 二就 テ楡 索 ヲ行 ヘ リ・

IV)種 々ナル個所 ヨ リ、種 々ナル菌量 ノ生非病原性

抗酸性菌 ノ接種

接種菌量 ノ多少 ニ ヨリ淋 巴腺 内菌 出現賦態 二攣 化 ヲ

來 スベキモ ノナルヤ ヲ知 ラソ爲 二次 ノ如 キ3階 段 二

分 チテ接種 ヲ行 ヒ、夫 々ノ海狸 二就 テ、前諸實験 二行

^ル ト同一方法 ノ下 二検索 ヲ行ヘ リ。

1)1.0彪 乃 至2.5選iノ 木戸株 生非病原性抗酸性菌

ヲ夫 々、腹腔 内、腹壁皮下、前趾蹴皮下、後趾蹴皮下

及 ビ膝關節腔 内 ノ5個 所 ヨリ接種 ヲ行ヘ リ。

イ)腹 壁皮下菌接種、2・0彪 ノ菌 ヲ接種 ジ、22時 間、

24時 間、4日 、5日 、7日 、10日 、12日 、15日 、20

日 二撲 殺 セノレ10例 。

ゴ)前 趾蹴 皮 下 菌 接 種1・0彪 ノ 菌 接 種 ヲ行 ヒ テ、3

日、6日 、8日 、10日 、12日 、19日 二殺 セル7例 。

ハ)後 趾蹴 皮 下菌 接 種 、1・0晒 ノ供 試 菌 接 種 ヲ行 ヒ、

.1日 、3日 、4日 、6日 、10日 、12日 、19日 、25日

二殺 セノレ8例 。

二)腹 腔 内菌 接 種 、2・5彪 ノ供 試 菌 接 種 ヲ行 ヒ・3日 、

5日 、7日 、10日 、12日 、15日 、20日 二殺 セル7例 。

ホ)膝 關 節 腔 内菌 接 種 、1・0彪 ノ供 試 菌 接 種 ヲ行 ヒ・

3日 、5日 、7日 、10日 、12日 、15日 ・20日 二殺 セ

ノv、7例 。

2)鼻 孔 粘膜 下 二5地 、 耳 殻 根 部 ・ 及 ビ腹 壁皮 下 ノ2

個 所 二 夫 々10地 ノ供 試 菌 接 種 ヲ行 ヒ、 夫 々1日 、3

日、5日 ニ ジ テ撲 殺 ヲ行 ヘ ル モ ノ。

3)100麺 ノ木 戸 株 ヲ腹 壁 皮 下 二接 種 ヲ行 ヒ タル後・

1日 、3日 、5日 、7日 、9日 、11日 二殺e1タ ル6

例 ノ淋 巴腺 ノ検 索 ヲ行 ヘ リ。

V)死 非 病 原 性 抗 酸 性 菌 接 種

木 戸 株 ノ死 菌、2.5彪 ヲ8頭 ノ健 康瀕 冥 ノ腹 腔 皮 下二

接 種 シタル 後 、1日 、3日 、5日 、7日 、9日 ・11

日、15日 ト夫 々生 存 日数 ヲ異 ニ シテ 「〃 ロ ロフォル ム」

麻 酔 ノ下 二撲 殺 ヲ行 ヒ、前 諸 實 験 二於 ケル ト同檬 ニ ン

テ、本 死 菌 盟 ノ淋 巴 系 統 ニ ヨル 播 布 状 態 ヲ知 ラ ソ トセ

リ。

第三章 實験成績

第 一 節 塗抹 標本鏡 槍成績 トキノレヒ

ナー氏培 地 内培養 成績 トノ比較

第1表(其 一、其二、其三)テ通魔 シ、淋巴腺菲

薄塗抹鏡検法、及 ピ淋巴腺乳剤 ノま2ヒヒ.ナー氏

培地内培養法 ノ雨方法ニヨル成績 ノ比較 テ行 フ

ー、淋巴腺 内抗酸性菌 ノ出現ハ雨者共 二極 メテ

第1表(其 ノ1)

イ氏i率ナル 事 テ知 ル。 即 チ接 種 セ ラ レタ ル菌 ノ経
ロ の

淋巴系統移動 ノ微量ナル事 テ示 メセルモノニシ

テ、又菌接種後 日数経過 セルニ不拘淋巴系統内

二菌 テ詮明 シ得 ザリシバ、接種 セラレタル菌ノ

大部分ガ接種部位 二固定 セラレ、淋巴管内二進

入セザル ト共 二、一方 二於 テハ菌ガ騰 内二於テ

増殖 セザルガ爲ナラン。

淋 巴腺非薄塗抹標 本鏡楡 成績 ト「キル ヒナー」培地 内培養成 績 トノ比較

海 狸 番 號 12 19 14

髄 重(瓦) 240 280 290

菌 接 種 部 位 前 趾 號 皮 下 後 趾 鍍 皮 下 前 趾 踵 皮 下
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一

菌 接 種 量(晒) 1.0 1.0 1.0

菌接種後生存 日敷(日) 3日 3日 8日

培 養 日 数 10日 10日 14日

盟 側 右 左 右 左 右 左

培養塗抹別

淋巴腺臓器名
塗 培 塗 培 塗 培 塗 培 塗 培 塗 培

噸 部 淋 巴 腺
一 一 一 一 一 一

耳 下 淋 巴 腺
一 一

深 頸 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 柵 1

鎮骨 上窩淋 巴腺 一 一 一 一口
き

後肩 脾骨淋 巴腺 一 一 一 一

前上縦隔蜜淋巴腺
一 一 一 一

腎 臓 部 淋 巴 腺
一 一

腰 下 部 淋 巴 腺
一 一 一 一

膝囮雛 襲淋 巴腺 一 一 一 一 一 督

一氣管氣管枝淋巴腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

塗 培 塗 培 塗 培

肝 門 淋 巴 腺 一 一 ■一一 一

膵 肝 門 淋 巴腺 一 一 一 一

腸 間 膜 淋 巴 腺 一 一 ● 一 一 一

廻 盲 部 淋 巴 腺 一 一

後音腸部淋 巴腺 ● 一 一

肺 臓 一 一 一
.__=

腎 臓 一 一 一
ニ ー_
一肝 臓 一 一 一

脾 臓 一 一

2)

 

ノ(共

 

表1第

海 猿 番 號 3 9

饅 重(瓦) 250 380

菌 接 種 部 位 腹 壁 皮 下 腹 壁 皮 下

菌 接 種 量(晒) 2.0 2.0

菌接種後生存 日敬(日) 1 15

培 養 日 数 15 15

盤 側 右 左 右 左

培養塗抹別

淋巴腺臓器名
塗 培 塗 培 塗 培 塗 培

噸 部 淋 巴 腺 一 ≡
一 一 一

耳 下 淋 巴 腺 一

淺 頸 部 淋 巴 腺 一 一

深 頸 部 淋 巴 腺1一 ■-1
農



1086 川村冨淋巴系統ニヨル結核菌ノ盟内播布二關スル實験的研究 【第15巻

鎖 骨上 窩 淋 巴腺 一 一

一
後 肩 脾骨 淋 巴腺 一 一 一 一 ■ 一 一

一
前上縦隔蜜淋巴腺 一一 一 一 一 一 一

一
腎 臓 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一

}一 一 一

腰 下 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一

膝 囮 雛襲 淋 巴腺 一 一 き 一 一噂 一 一
一 一 一_一 一

深 鼠 瞑 淋 巴 腺 一 一
_二__・ 一

一 一

氣管氣管枝淋巴腺 一 一 一 一 ⊆

塗 培 塗 培

肝 門 淋 巴 腺 一 一 一 一

膵 肝 門 淋 巴 腺 一 一

腸 間 膜 淋 巴 腺 一 一

廻 盲 部 淋 巴 腺 一 一 一 十 一

後 盲腸 部淋 巴腺 一 一

肺 臓 一 一

肝 臓 一 一

腎 臓 一 一

脾 臓 一 一
■

第1表(其 ノ3)

海 猿 番 號 18 38, 31

尋」9

髄 重(瓦) 300 320 320

菌 接 種 部 位 後 趾 臆 皮 下 關 節 腔 内 腹 腔 内

菌 接 種 量(睡) 1.0 1.0 2.5

菌接種後生存日倣(日) 1日 15日 15日

培 養 日.数(日) 10
}r-一 一 　 一一一一

左

10 10

燈 側 右 右 左 右 左

培養塗抹別

淋巴腺臓器名
塗 培 塗 培 塗 培 塗 培 塗 培 塗 培

噸 部 淋 巴 腺 一 一 一 一

耳 下 淋 巴 腺 一 一 一 一

淺 頸 部 淋 巴 腺 一 一
一 一

}一

一 一 一 一

深 頸 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

鎖骨 上 窩淋 巴腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

後肩 脾 骨淋 巴腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

前上縦隔蜜淋巴腺 一 一 一 一 一 一 一
,

■■■■

一
腎 臓 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一

腰 下 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一

膝 脳 雛 襲淋 巴腺 一 一 一 一 一 一 一 一

深 鼠 瞑 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一

膝 腫 窩 淋 巴 腺 一 一 一 一 一
一

_ 一 一

氣管氣管枝淋巴腺 一 一 一 一 一
一

■ 塗 培 塗 培 ・角 塗
, 培



第9號 】 川村=淋 巴系統 ニ ヨル結 核菌 ノ盟 内播布 二關スル實験 的研究 1087

膵 肝 門 淋 巴 腺 _.1_

腸 間 膜 淋 巴 腺
1一 μ

一二

肝 門 淋 巴 腺 十 一 一
一

一

後盲腸部 淋 巴腺 一
盈 一

1肺 臓 一1_

肝 臓 =-1 一

　 一}一 一 一 一 嘔一一_一___一 一一 一一

二腎 臓
__L_.二.-

i-1脾 臓 一

第 二節 生 非病原性 抗酸性 菌 ノ

経 口投與

1)1回 経口投與 ノ2例(生 存日撒4日)

肉眼的所見、雨例共二著攣 テ認メズ。

淋巴腺菲薄塗抹標本鏡検方法ニヨリテ淋巴腺中

二全 ク抗酸性菌テ詮明シ得ザ リキ。

2)2同 菌脛 口投 與 ノ2例(生 存日数7日)

雨例共二鳳痩艶死 シタレドモ、肉眼的二著憂 テ

認メズ、淋巴腺菲薄塗抹標本鏡検方法ニヨリテ

モ全ク抗酸性菌ラ詮明 シ得ザリキ。

3)7回 菌経口投與 ノ1例(生 存日撒31日)

経口的菌投與7同 、初回菌投與後31日 間生存 ノ

後発死セリ。本例二於 テハ全身 ノ毛粗懸 トナ リ

所々二著 シク脆毛セルテ嚢見ス。然 レドモ剖検

ニヨリ淋巴腺、内臓等二肉眼的攣化ラ認 メ得ザ

リキ。又淋巴腺菲薄塗抹標本鏡検方法ニヨレル

モ淋巴腺内ニハ全ク抗酸性菌 テ嚢見 シ得ザ リ

キ 。

第三節 種 々 ナノレ個所 ヨ リ、種

種 ナノレ量 ノ生 非病原 性 抗酸性 菌

ノ接種 ヲ才〒ヒタノレ場 合

第一項1・0醒 乃至2.5醒 接種

1)腹 壁皮下生菌接種成績

第1號 例(生存時間22時 間)

第3號 例(生存時間24時 間)

肉眼的所見 著攣ラ認 メズ。

淋巴腺塗抹標本鏡検成績 雨例二於 テ菌接種近

接淋巴腺ナル膝咽雛襲淋巴腺 内二抗酸性菌 テ謹

明 シタルへ 生結核菌及 ピ墨汁注入實験 二於 テ

部屈淋巴腺 ノ侵襲ラ見タル ト同一淋巴管径路 ニ

ヨルモ ノナ リ。

第4號 例(生 存 日数4日)

第7號 例(生 存 日撒10日)

第9號 例(生 存 日撒15日)

肉眼的所見 何 レモ著攣 テ認 メズ。

塗抹標本鏡検成績 第4號 例二於テハ、肺臓

脾臓中二可成多量 ノ抗酸性菌テ詮明 シ得 タル事

ヨリシテ、菌登見淋巴腺内ノ菌中一モ亦血流ニ

ヨリ移動 シ來ルモノ・存在スル事テモ考慮 スル

必要 アリ。但 シ、腋窩淋巴腺及 ピ耳下淋巴腺内

二登見セル菌ハ皮下淋巴毛細管テ通過 シテ進入

シタルモ ノト考 フベキナリ.第7號 、拉二第9

號例 二於 テハ菌獲見淋巴腺 ノ散登性ナリ。之 ガ

原因ハ恐 ラク接種 セラレタル菌 ガ、菌接種後或
一定時期内ハ淋巴管 内二進 入スルモ

、 ソノ残部
ハ局所 二固定 セラレ、而モ檜殖 セザルガ爲二接

種部位 ヨリシテ維エズ淋巴系統 内二菌 ノ進入ス

ルコトナキガタメナラン。菌接種後10日 、乃至

15日 ノ日数 テ経過 セルニ不拘菌獲見淋巴腺籔 ノ

特 『檜加 セザルハ、 ソノ詮縁 ニシテ1同 二於テ

試獣二封 シテ病原性 ラ有 セザルコ トテ示 ス。

第8號 例(生存 日数12日)

肉眼的所見、著攣 テ認 メズ。

塗抹標本鏡検成績 膝掴鍛髪淋巴腺内二進入 シ

タル菌ハ深鼠践淋巴腺 テ通過 シテ深部淋巴管内

テ進行 セルー方皮下淋巴毛細管 テ介 シテ腋窩淋

巴腺内二進入セル像 ラ示 セリ。

2)前 趾踪皮下接種

第11號 例(生 存日撒3日)

肉眼的所見 著攣 テ認 ノズ。

塗抹標本鏡検成績 廻盲部、後盲腸部淋巴腺内

二抗酸性菌 テ謹明 シ得 タ リト錐モ
、散襲性 ニシ
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第2表(其 ノー)腹 壁皮下生非病原性抗酸性菌接種實験(○ハ菌接種側、空欄ハ不槍)

海 狸 番 號 1 2 3 4 5 6

膣 重(瓦) 300 250 250 340 350 320

菌 接 種 量(晒) 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

菌接種後生存日数(日) 22時 間 24時 間 24時 間 4日 5日 7日

髄側

淋巴腺臓器名
㊨ 左 右 ㊧ 右 ㊧ 右 ㊧ ㊨ 左 ㊨ 左

噸 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

顎 下 淋 巴 腺 一 ≡
一 一 一 一 一

耳 下 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 柵 一 一 一 一

淺在 頸部 淋 巴腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

深 在 頸部 淋 巴腺 一 一 一 一 一 一 一 惜 一 一 一 一

鎮 骨 上窩 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ニ
ー腋 窩 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 十 一 一 一

後 肩 脾 骨淋 巴腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
_=_一

一

一

前上縦隔賓淋巴腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 =一

氣管氣管枝淋 巴腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

腎 臓 部 淋 巴 腺
_二.

一

1一

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

腰 下 部 淋 巴 腺 一 一
1

一 二
歓

一 に 一 一 一 一 一 一

薦 骨 淋 巴 腺 一 一 鉄 一 一 一 鉄 鉄 一

膝囮 雛 髪淋 巴腺 督 一 一一 一 一1什 一 一 一 一 一 一

深 鼠 瞑 淋 巴 腺 一 一 一
_二_

一

1
一 一 一 一 一 一 一 一

膝 胴 窩 淋 巴 腺
_二_一

一

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

尾 閲 骨 淋 巴 腺 一 鉄 鉄 一 一 一 一 鉄 飲 一 一

幽 門 部 淋 巴 腺 一
二__
一

一 一 一 一

肝 門 淋 巴 腺 一
__.=

一 一 一

膵 肝 門 淋 巴 腺
二_._

一 一 一 一 一

腸 間 膜 淋 巴 腺
____一

一 一 一 一 一 一

廻 盲 部 淋 巴腺 一 一 一 一 一 一

後盲 腸 部淋 巴腺 一

了
一

一 一 一
二_

二_
一

一

下 行結 腸淋 巴腺
二__
一

一 一

=一 一『一 嗜

一

肺 臓 一 一 一

肝 臓 一 一 一 什 一 一

腎 臓 一
二._

二___

十

一 一 一 一
一一 一

脾 臓 一 一 惜 一 一

注 射 部 位 十 十 督 冊 冊

第2表(其 ノニ)腹 壁皮下生非病原性抗酸性菌接種實験

海x番 號i

燈 重(瓦)

菌 接 種 量(殖)

菌接種 生存 日倣(日)i

7

280

2.0

10

8

280

2.0

12

9

380

2.0

15

10
'

470

2.0

20
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盟側

淋巴腺臓器名
㊨ 左 ㊨ 左 ㊨ 左 右 ㊧

一

■■■■■■ 一
一

一 一_一}一

噸 部 淋 巴 腺 一i一 一1-一

一 一

一

一
耳 下 淋 巴 腺 _[一 ■-

1
_i_. 一

一
淺在 頸部 淋 巴腺 一 一 一 一 一 一 一

深 在 頸部淋 巴腺
一一1一 匿 一 一

一 三 一
一

一 『二 『
一 一

鎮骨 上窩淋 巴腺
{一 一

_1___

_1_

一 一 一 一

腋 窩 淋 巴 腺
　 一=一 「

一

十 一 一 一 一i一 三

後肩 脾骨 淋 巴腺
_o

一

甲

一

一

一 一 一「 二

前上縦隔賓淋巴腺

一i
一 ●■■■■夢 一 什 一

　

≡!≡ 一
氣管氣管枝淋巴腺 _}一_1 一 一

1-_=.
1

ニ ー一一

_一ニ ー_

1- 一

腎 臓 部 淋 巴 腺
一 一 一

一

一

一 一二_.

一一=一 　

一

_1_一

腰 下 部 淋 巴 腺 _1_ 一

}

一

　

_=___L一
1

一

膝 腫雛 襲淋 巴腺
1

一 一 惜 督 .一二_L二
■■-1_

;一 二-一 一

5

1
-1-一

深 鼠 瞑 淋 巴 腺 一
1 -=二_

{一 ニ ー_
一

督

『 一

一 一=
_

-i一膝 脳 窩 淋 巴 腺 一 一 一

_二_i

一

尾 聞 骨 淋 巴 腺 一
一曽=ニ

ー一 一

一一i

幽 門 部 淋 巴 腺 一ニ ー　一 一

　一一 一 一=

一 一 一
一屏 一再 一源

巴 戻 一 一
一 一一ニ ー

膵 肝 門 淋 巴 腺 十 一 一
一一}一 一

腸 間 膜 淋 巴 腺 一 一 一D 一　
廻 盲 部 淋 巴 腺 一

一 __= 十 一
一
後盲腸 部淋 巴腺 一

_二__.
一

一 一
一 一 一

下行結 腸淋 巴腺 一
一F }}

一

;

一

肺 臓 一
一ニ ー__一

} _一 一 一 一『

『 一=『 噛… 一一 一 一 … 一』」
肝 臓 一

二____一 一一

一

腎 臓 一 二
『一 一 一　 }

一

一

_一 　

一

一一
脾 臓 一 一 一

注 射 部 位 榊 柵 帯 柵.1

ラ、生結核菌接種實験二於テ見 タルガ如 久 接

種 セラレタル菌 ノー歩一歩進行セルガ如キ状態

テ認 メ得ザ リキ。

第12號 例(生存 日撒3日)

肉眼的所見 著憂 ナシ

塗抹標本鏡検成績 膝脳膿 淋巴腺中二菌 テ讃

明 シタルハ、皮下淋巴毛細管テ介 シテ進行 セル

モノーシテ、肝門淋巴腺、膵肝門淋巴腺中二菌

テ謹明 シ得 タルハ、既二生結核菌接種實験 二於

テ記載 セルが如 久 一旦淋巴流二入ルモ速 力く

之テ通過 シタル後、血管系統 内二進入 シ血流 ト,

共二移動 シタルカ、肝臓内二進入 シ血流 ヨリ淋

巴流 二移行 シ、肝門淋巴腺二現ハ レ、更 二膵肝

門淋巴腺内二進入セルモ ノナラン。

第13號 例(生存日数6日)

第14號 例(生存日数8日)

第16號 例(生存日撒12日)

肉眼的所見 著憂 テ認 メズ。

塗抹標本鏡検成績 淋巴腺 内二全 ク抗酸性菌 テ

謹明 シ得ザ リキ。

第15號 例(生存日撒10日)

肉眼的所見 著憂 ナシ、

塗抹標本鏡検成績 本例 二於 テハ生結核菌 ノ播

布状態二等 シク、菌接種部位 ヨリー部 ノ菌ハ皮

下淋巴毛細管テ介 シテ後肩脾骨淋巴腺、及 ビ腋

窩淋巴腺内二進入 シ、一部 ノ菌ハ深部淋巴管 テ

通過 シテ前上縦隔寳淋巴腺二至ルテ知ル。一般

海猿 二於テハ非病原性抗酸性菌二封 スル抵抗力
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強 ク、病原性菌二見ルガ如キ播布歌態 テ示 サザ

ルニ、本例 ノ如ク抵抗力弱 キ爲力恰モ病原性菌
セ

接種時 二於ケルガ如 ク播布状態 テ示ス事 アリ。

第17號 例(生 存日敷19日)

肉眼的所見 一般状態、内臓諸臓器二著攣 テ認

メズ。1

菌接種側前趾踪二潰瘍 テ形成 シ濃厚ナル膿 テ有

シ、該膿中二多量 ノ抗酸性菌 テ詮明セリ。

塗抹標本鏡検成績 左後肩脾骨淋巴腺内二抗酸

性菌ラ謹明スルニ至 リタル脛路ハ皮下淋巴毛細

管 ラ介 シテ進行 シタルモ ノニシテ、肝門淋巴腺

内二菌 ラ登見スルニ至 リタル径路ハ、第12號 例

二等 シキモ ノナ リ。

3)後 趾踪皮下接種

第18號 例(生 存 日数1日)

肉眼的所見 著攣 ナシ

第3表 前趾蹄皮下生非病原性抗酸性菌接種實験成績
1

海 狸 番 號 11 12 13 14 15 16 17

髄 重(瓦) 360 240 270 290 350 390 400

菌 接 種 量(彪) 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

菌接種後 生存 日数(日) 3 3 6 8 10 12 19

＼ 髄側

淋巴腺臓器名
㊨ 左 右 ㊧ 右 ㊧ ㊨ 左 右 ㊧ ㊨ 左 右 ㊧

噸 部 淋 巴 腺 一1二 一

=
『

ニ

ー二

三
一=一

二

二

.二

二

二

三
=
=
=
ニ
ー

二
冊一

三

二
二
二
ニ
ー

一

一 二 一1-

=1=
=1-=

1

1

_1-

一 『
_1_

_,_

_i_ 一1-
_[_

_1_
1

耳 下 部 淋 巴 腺 二
ニ
ー

二
二
二
二
ニ
ー

=

二
二
二
ニ
ー

二

二_

二

_二

二

二

≡
一

ニ
ー

一i-
-1一一 一

淺 頸 部 淋 巴 腺 一1-
_1_

-1-
_5_

二
二

≡
一

ニ ー

深 頸 部 淋 巴 腺 =
二
『

二
ニ
ー

二
=
一 一

二

二

_=二

一

二
二

鎮 骨 上窩 淋 巴腺 ニ
ー

一
_二_

-1一

コ三
_1_

_1_}
一■ 一

ヨ三一腋 窩 淋 巴 腺

二

二

_二

二ニ
ー

-i-
-1-
_1
-1-

i-
_ニ ー_二

一
}-i-

_}_

三1=1
二=二

二二=二二
_1_

-1-
-1一

,一

後 肩 脾 骨淋 巴腺
≡

_二

一

二

二二.十十

骨晦
一1一

二_=_
_1_

」

_}_
一

一二_二=

鉄1映一一 一==

一二. 一=一

冊

前上縦隔蜜淋巴腺 =

氣管氣管枝淋巴腺

二二_

ニ

ー二

二.
一

二
=

一 =

腎 臓 部 淋 巴 腺 一

二 三
一腰 下 部 淋 巴 腺

一=

=

_に
一 一一1-
-1-

『
-1-

-1-
_1_

=i=

膝 隅 雛 襲淋 巴腺

二二__一

=

=一

=

こ
こ
こ 二1二

一 ニ

ー1一深 鼠 瞑 淋 巴 腺

膝 脳 窩 淋 巴 腺 一

=

}一

　

一

一 甲一 一 一一

尾 間 骨 淋 巴 腺 =幽1=闇 _1_ 一 一

幽 門 部 淋 巴 腺
_二=_.

一

一 一 一 一 一

肝 門 淋 巴 腺 柵 一
… 三 一

『
一 一 十

膵 肝 門 淋 巴 腺 一 十

一

一

二ニー
一 一

腸 間 膜 淋 巴 腺一 響
一 = 一 _一 一 一 一

廻 盲 部 淋 巴 腺 十十 一 一
一一ニ

ー

一 一 一
一 一9

後盲 腸部 淋 巴腺 什

二 一

㌃二 一一
一ニ ー

一ニ ー}

-9- 一一

一

一 隣 一 一 一

一

一

結 腸 淋 巴 腺 一 一 一 _}　

』_

一 一

肺 臓 一 一 一 什 一

_二_.
一肝 臓

_」=_

一.7

二二

十

_二_一
一

一 一 一
_畠 一 一

腎 臓 一
二_
一

`/1
-

一 冒曹

一

脾 臓 一 一 一 一
}

菌 接 種 部 位 十 十 冊 十 十 冊
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塗抹標本鏡検成績 腋窩淋巴腺内二菌 ラ謹明 シ

タルハ皮下淋巴毛細管 テ介 シテ進行 シタル菌ガ

皮下淋巴毛細管 テ速 カニ通過 シテ遠隔淋巴腺内

二進入セル事テ明示 ス。

第19號 例(生存 日撒3日)

肉眼的所見 著憂ナシ

塗抹標本鏡検成績 腎臓部淋巴腺中二可成多量

ノ抗酸性菌テ謹明 シタル以外 二認 ムベキ攣化ナ

シ。本例 二於テ、比較的速 カニ深部淋巴管 テ通

過 シテ、深部遠隔淋巴腺内ニモ進入 シ得ルモ ノ

ナル事 テ知 レリ。

第20號 例(生存 日数4日)

肉眼的所見 一般獣態異常ナ シ、菌接種部位二

著攣 テ認メズ。

塗抹標本鏡検成績 淋巴腺内二菌 テ謹明シ得ズ。

第21號 例(生存 日数6日)

肉眼的所見 菌接種部位 ニハ潰瘍ラ形成 シ、該

表面二濃厚ナル膿 ラ認ム。淋巴腺二於 テハ廻盲

部淋巴腺、及 ピ後盲腸部淋巴腺二多少ノ腫脹テ

呈 セル以外 二認ムベキ憂化ナシ。

塗抹標本鏡検成績 薦骨部淋巴腺 深鼠践部淋

巴腺、腰下部淋巴腺、腎臓部淋巴腺二抗酸性菌

テ謹明 シ得 タルハ、既二生結核菌二關スル實験

二於テ述ベタルガ如久 皮下淋巴毛細管 テ通 ジ、

膝脳搬髪淋巴腺 内二進入シタル後、漸次深部二

進行 シタルモノナリ。本實験 二於テ、膝脳鐡髪

淋巴腺内二於 ケル菌 ノ陰性ナルハ、淋巴腺 内菌

量 ノ著 シク少量ナル爲嚢見 シ得ザルナラン。

第23號 例(生 存日歎12日)

肉眼的所見 著攣 ラ認 ノズ。

塗抹標本鏡検成績 本例二於テ抗酸性菌褒見淋

巴腺歎 ノ多撒ナルハ、既二前趾踪皮下菌接種實

験b第15號 例二於テ記載 シタルガ如 ク、本海狽

ガ木戸菌株二封 スル抵抗力ノ微弱ナル事テ示ス

モ ノニシテ、菌 ノ進行径路ハ既二第3報
、結核

菌 ノ播布状態二關スル實験 二於テ述ベタル ト同

一径路 ニヨルモ ノニシテ
、前上縦隔寳淋巴腺中

二多量ノ菌 テ謹明 シ得 タル事 ヨリ
、菌 ノ既二血

流内二移行 シツ ・アルモノト考 フ.

第24號 例(生存 日数24日)

肉眼的所見 繍痩 ス、其他著憂 ナシ。

塗抹標本鏡検成績 本例二於 テモ、前動物 ノ如

ク、比較的多歎 ノ淋巴腺 内二抗酸性菌 テ謹明 シ

得 タリ。而 シテ菌 ノ出現径路 モ大盟同一ニシテ、

菌接種側趾臆皮下 ヨ リ皮下淋巴毛細管 テ通過

シテ膝脳雛髪淋巴腺 二至 リ、之 ヨリ深部 二進入

シ、腹下部淋巴腺 二到達 セリ、但 シ肝門淋巴腺

拉 二氣管氣管枝淋巴腺 内二菌 テ褒見スルニ至 リ

タル径路ハ全 ク不明ニシテ、経淋巴系統 ノミー

ヨリ説明スル事 テ得ズ、血管系統 ニョルモノナ

ラント考ヘザルベカラズ。

第25號 例(生存 日数25日)

肉眼的所見 著 シク繍痩セル以外二著攣ナ シ。

塗抹標本鏡検成績 日歎 ノ経過セルニ不拘、淋

巴腺内二全 ク菌テ詮明 シ得ザルハ、非病原性抗

酸性菌 ノ播布歌態 ノ観察 二於 テ重要ナル意義 ラ

有 スルモノト考 フ。

菌接種部位ノ皮下二少量 ノ抗酸性菌 テ登見 シ得

レドモ、該菌ハ細、短 トナ リ供試菌 ノ原形 テ呈

セズ、即チ接種 セラレタル菌ハ接種部位 二於 テ

漸次清滅スルモ ハ 如 シ。

4)腹 腔内接種

第5表 テ通寛 スルニ、先ヅ菌登見淋巴腺数 ノ著

シク少撒ナル事 ラ知ル。而モ其菌叢見淋巴腺歎

タルヤ散登性ニシテ、余 ガ腹腔内墨汁注入實験

二於テ關明 シ得タル腹腔 内二於ケル淋巴系統
、

拉 二血管系統中二進入 シ得ル菌 ハ極少量ナル事

ラ知ル。

5)膝 關節腔内接種

本實験二於テ、第6表 テ通覧 スルニ、腹腔内非

病原性抗酸性菌接種實験成績 ト同様、菌獲見淋

巴腺数 ノ著 シク少数ニシテ、而 モ日撒 ノ経過 ス

ルニ不拘淋巴腺内二菌テ詮明 シ得ザルテ知ル
、

之即チ膝關節腔内二接種 セラレタル菌ハ接種部

位 二固定 セラレ・漸次破壌、清滅 セラル ・ガ故

ナリ。唯本實験中第37號 例 二於 テ
、淋巴腺 内、

拉二臓器中二多量 ノ菌 テ謹明 シ得 タルハ、既二

前歎例 二於テ述ベタルガ如 ク、海猿個禮 ノ抵抗
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第4表 後趾臨皮下生非病原性抗酸性菌接種實験

海1猿 番 號 18 19 20 21 22 23 24 25

盟 重(武) 300 280 400 330 300 340 290 310

菌 接 種 量億) 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

菌接種後生存日数(日) 1 3 4 6 10 12 19 25

髄側

淋巴腺臓器名
右 ㊧ 右 ㊧ 右 ㊧ 右 ㊧ ㊨ ㊧ ㊨ 左 ㊨ 左 ㊨ 左

頃 部 淋 巴 腺 二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
ニ
ー

二
二
二
鉄

二
二
ニ
ニ
ニ
什
=

二
二
ニ
ー

二
=

二
二
鉄

二
二
一

=
=

二
二
二
二

三

≡

二
二
鉄

二
二
ニ
ニ
ニ
ニ

三
二
柵

二
二
二

≡

二
二

≡

=

三

≡
一

三

≡
一

≡
=
=

≡

三 一

二

=

=

=一
一=

一

二

≡

二
ニ
ー

=
二

二
二
二
二
ニ
ー

二.
■一

二
ニ
ー

三
二
二
一

一

=
=
=
=
一

二
ニ
ー

二

≡
一

二
ニ
ー

二
二
二
十
二
=

二
十一=

≡

帯
=
=
=
=

一

二
十十
=

二

二
五
冊一
十十
7
一

二
二
二
一

=

=

一

二

≡
一

二

二
十十一=

=一

二

三

≡
一

二
十十一
什
=

一

=

二
二
二
二

≡
=
=
=
一=

=
=
=

三
=

三
二
二

三
二
=
=
=
二
=
=

耳 下 淋 巴 腺
1淺 頸 部 淋 巴 腺

深 頸 部 淋 巴 腺

鎖 骨 上窩 淋 巴腺

腋 窩 淋 巴 腺 一

二
十
二

丁一
十
=

十

三
一
十

後 肩 脾骨 淋 巴 腺

前上縦隔蜜淋巴腺

氣管氣管枝淋巴腺 一 =一

二

≡

三
=

=

腎 臓 部 淋 巴 腺
三 一

=
=
二
=
二

腰 下 部 淋 巴 腺 柵一
什一=

=

=

二

坐
什一

二
二
ニ
ー

膝腫 雛 襲 淋 巴腺

深 鼠瞑 部 淋 巴腺

膝 胴 窩 淋 巴 腺

尾 闇 骨 淋 巴 腺

薦 骨 淋 巴 腺
一
鉄 二 =一

幽 門 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一

肝 門 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 朴
.二_
一膵 肝 門 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一

腸 間 膜 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 十 一 一

廻 盲 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一

後 盲 腸 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一

結 腸 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一

肺 臓 一 一 一 一 一
_.ニ ー一

_二_
一

一 一

肝 臓 一 一 一 一 一 一 一

腎 臓 一 一
一_二_

一

一 一
』

一 一

脾 臓 一 一 一 一 コ 一 脚

菌 接 種 部 位 十十 冊 柵 柵 冊 柵 朴 十

第5表 腹腔内生非病原性抗酸性菌接種實験

海 狸 番 號 26 27128 29 30 31 32

髄 重(瓦) 400 380 320 350 300 320 280

菌 接 種 量(選) 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5

菌接種後 生存 日数(日) 3 5 7 10 12 15 20
9
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髄側

淋巴腺臓器名
噸 部 淋 巴 腺

耳 下 淋 巴 腺

淺 頸 部 淋 巴 腺

深 頸 部 淋 巴 腺

上 鎮骨窩 淋 巴腺

腋 窩 淋 巴 腺

前上縦隔蜜淋巴腺
一

氣管氣管枝淋巴腺

腎 臓 部 淋 巴 腺

後 肩脾骨 淋 巴腺

腰 下 部 淋 巴 腺

膝 脳雛 髪淋 巴腺

深 鼠 瞑 淋 巴 腺

膝 脳 窩 淋 巴 腺

腸 骨 淋 巴 腺

尾 聞 骨 淋 巴 腺

幽 門 部 淋 巴腺

肝 門 淋 巴 腺

膵 肝 門 淋 巴 腺

腸 間 膜 淋 巴 腺

廻 盲 部 淋 巴 腺
■

後盲腸部 淋 巴腺

結 腸 淋 巴 腺

肺 臓

肝 ・ 臓

腎 臓

脾 臓

大 網

右

訣

榊

左

十

二
鉄

右

訣

左

蕉

十

右

十

カ ノ微弱ナルモノト思惟スルモ ノニシテ、菌 ノ

進行径路ハ即チ關節腔 ヨリー部 ノ菌ハ皮下淋巴

毛細管テ通過 シテ、膝脳i駿髪淋巴腺 二到達 シ、

更二又、或一部少数 ノ菌ハ前進 シ後肩脾骨、腋

窩淋巴腺内二進入 シ、更 ニー部 ノ菌ハ深在淋巴

管テ通過 シテ、深鼠践淋巴腺 ヨリ腰下部淋巴腺

二至ル事ハ生結核菌ノ淋巴系統 ニヨル播布状態

ト同一径路ナリ。

第38號 例(生 存日数15日)

第39號 例(生存日数20日)

1乃 至2個 ノ淋巴腺 二散嚢性二抗酸性菌テ謹明

セ ル ノ ミ
o

第2項5延 乃至10雇 接種 .

左

十

十

鉄

右 左

三1二

鉄 鉄

右 左 右 左

訣
=

一

一

鉄
二

亟

鉄
董
訣

鉄
二

鉄
三

壁
訣

1)鼻 孔粘膜下接種

イ)肉 眼的所見

右 左

ニ
ー

二
二
ニ
ー

二
二
二
ニ
ー

二
鉄

二

二

二

二
十
=

=一

二

=一

=

=

=一
一
訣

=
一
鉄
一

一=

一
訣
=一

一

十

一

__二._

一

一

一

一

十

一

一

?

第40號 例(生 存日数1日)二 於テハ菌接種部位

二少量ノ皮下出血テ認 ム
。

第41號 例(生 存日撒3日)二 於 テハ菌接種部位

ノ皮膚獲赤著明ニシテ
、該部 二膿瘍テ形成 シ、

該膿中二多歎 ノ抗酸性菌 テ謹明ス。淺頸部淋巴
腺・鎖骨上窩淋巴腺 二輕度 ノ腫大 テ認 メタリ。

第42號 例(生 存 日数5日)二 於 テハ菌接種部位

二米粒大 ノ潰瘍 テ形成 シ
、少量 ノ膿 テ有 シ、該

膿中二多量 ノ抗酸性菌ラ謹明 セリ.

雨側淺頸部淋巴腺 ノ大豆大二腫脹 セル ノミニシ

テ著攣 テ認メズ。
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第6表 膝關節腔内生非病原性抗酸性菌接種實験

海 狸 番 號 33 34 35 36 37138 39

膣 重(瓦) 280 310 320 300 450 320 3CO

菌 接 種 量権) 1.0

監

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

菌接種後生存 日数 3 5 7 10 12 15 20

禮側

淋巴腺臓器名
㊨ 左 右 ㊧ ㊨ 左 ㊨ 左 ㊨ 左 ㊨ 左 右 ㊧

噸 部 淋 巴 腺 一

二

三

三
=
一=

二
一

二
ニ

モ
=

=一

一

=
=
=
=
=

三
ニ
ー三

=
=
二
=
=

二
二
一

二 一
一

一
一

二
二
ニ
ー

=
=
=
一=

=
7
一
訣一

二
一

=

二
二
一

=
=
=
一

ニ
ー

=一

=一

二
一
飲一

二

二
二
一

=

二一=

=
ニ
ー=

二
一

二
鉄
=

一
}

二
二
二
土
朴一
柵
=一

=

=

王
什

三
十『=

二
一 三二

ニ
ー

一=

一

二
一

二
二
二

三
一
鉄

二
二
二
二
二
二
ニ
ー

=

二
一

一

二

三
=
=
=
=

三

三
=

否
玉

三

耳 下 淋 巴 腺 三
一

=淺 頸 部 淋 巴 腺
一

二
土
十

三
十一=

二
二
土
巫
二

三

=一
二
=
二
二
一

二

≡
=一
一
鉄

深 頸 部 淋 巴 腺 二

三
一=

二
=
ニ
ー

二
二
二
一

=

一 一

鎮 骨 上窩 淋 巴腺 =一
=
=
=
τ
=

二
二
ニ
ー

=

二

三
一

二
二
二
二
訣
=
一

ニ
ー

腋 窩 淋 巴 腺一 一

後肩 脾骨 淋 巴腺

前上縦隔甕淋巴腺一

氣管氣管枝淋巴腺

腎 臓 部 淋 巴 腺

腰 下 部 淋 巴 腺

薦 骨 部 淋 巴 腺 鉄
=
=
二

膝 國雛 嚢淋 巴腺
一

三
=

一

三
幽=

一 一
深 鼠 瞑 淋 巴 腺 二

一

一

三膝 脳 窩 淋 巴 腺一 一

幽 門 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一

肝 門 淋 巴 腺 一 一 一 一 十 十 一 一

一 一

膵 肝 門 淋 巴 腺 幽 一 一 一 一 ■■■■■9
6」

一
一 一

腸 間 膜 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一

廻 盲 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一

後盲 腸部 淋 巴腺 一 一 一 一 一 一 一
一 一

結 腸 淋 巴 腺 一 一 一 一 帯 一 一

肺 臓 一 一 一 一 一 一 一

肝 臓 一 ■一 一 一 帯 一 什

腎 臓 一 一 一 一 一 一 一

脾 臓 一 一 一 一 一 一 一

菌 接 種 部 位 什 柵 柵 骨 珊 一 一

ロ)塗 抹標本鏡検成績

第7表 二見ルガ如 久 菌嚢見淋巴腺ハ散登性二

褒見 シ、且ツ著 シク少激 ナル事テ知ル。

2)耳 殻根部接種

つ 肉眼的所見

第43號 例(生 存日撒1日)ノ 菌接種部位二、皮

下出血竈 テ認 メ、右耳下淋巴腺ハ小豆大 二腫脹

シ、著明ナル淋巴腺周園炎テ認ム。

第44號 例(生 存 日数3日)二 於ケル菌接種部位

ニハ淡黄色濃厚 ナル膿 テ有 シ、該膿中二多量ノ

菌 テ謹明 シ、左側深頸部淋巴腺、左側鎖骨上窩

淋巴腺 ノ腫大 テ認 ムル以外二著攣 テ知 ラズ。

第45號 例(生 存 日激5日 〉二於 テハ菌接種部位

二米粒大 ノ潰瘍 テ有 シ、該潰瘍面 二附著 セル膿

中二多量 ノ抗酸性菌 テ認 メタリ。

ロ)塗 抹標本鏡検成績
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第43號 例 二於 テハ、比較的多数 ノ菌登見淋巴腺

テ認 メタリト錐モ、之 ヲ墨汁、拉 二結核菌 ノ頸

部淋巴管進行脛路 ト比較テ行 フニ、本例 二於 テ

ハ接種 セラレタル菌ノ淋巴腺内出現 ノ散登性 ニ

シテ、而モ菌登見淋巴腺相互間二結核菌 ノ播布

状態 二於テ見ルガ如キ連絡ナク、從 ツテ非病原

性抗酸性菌ニヨリテハ菌 ノ淋巴系統 ニヨル進行

径路 ノ詳細ラ知ル事 テ得ズ。

3)腹 壁皮下接種

の 肉眼的所見

第46號 例(生 存日撒1日)二 於 テハ著攣 テ認メ

ズ。

第47號 例(生 存日撒3日)ら 於 テハ腹壁皮下菌

第7表

接種部位 二出血竈 テ認 メ、膝脳雛襲淋巴腺腫大

シ、著明ナル淋巴腺周園炎ラ認 ム。

第47號 例(生 存日数3日)二 於 テハ菌接種部位

大豆大二腫脹 シ、膿瘍 ヲ形成 ス。該膿瘍周園二

硬結包嚢 ラ認 メ、膿瘍中ニハ多撒 ノ抗酸性菌 テ

詮明セリ。

ロ)塗 抹標本鏡検成績

本實験 ニヨル3例 ノ成績 ラ通寛 スルニ、2個 、

乃至3個 ノ抗酸性菌 テ獲見セル淋巴腺 テ認 ノタ

リト錐モソノ出現状態著 シク散獲性ニ シテ、以

是、淋巴管 ニヨル進行径路 テ云々スル事能 ハズ、

唯非病原性抗酸性菌 ノ淋巴系統 ニヨリ播布 サル

ル撒 ノ極少量ナル事テ知 ルノミナ リ。

5瑳、10彪生非病原性抗酸性菌接種實験成績表

海 狸 番 號

艘 重(瓦)

菌 接 種 部 位

菌 接 種 量(麺)

菌接種後生存 日鍛(日)

饅側

淋巴腺臓器名
噸 部 淋 巴 腺

耳 下 部 淋 巴 腺

淺 頸 部 淋 巴腺

深 頸 部 淋 巴 腺

鎮骨 上窩淋 巴腺

腋 窩 淋 巴 腺

後 肩 脾骨淋 巴腺

前上縦隔賓淋巴腺

氣管氣管枝淋巴腺

腎 臓 部 淋 巴 腺

腰 下 部 淋 巴 腺

腸 骨 淋 巴 腺

膝 國鐡嚢 淋 巴腺

深鼠 農部 淋 巴腺

幽 門 部 淋 巴 腺

肝 門 部 淋 巴 腺

膵 肝 門 淋 巴 腺

腸 間 膜 淋 巴 腺

廻 盲 部 淋 巴腺

後 盲腸 部淋 巴腺

40

290

鼻尖部

5.0

右

十

1

左

十

41

340

5.0

右

十

一什

3

左

42

300

,,

5.0

右

5

左

43

300

耳 翼 根

部

10.0

㊨

督
一
二

+

1

冊

十

左

41

385

10.0

右

十

3

㊧

45

300

1.T6:.・

5

右 ㊧

46

330

腹 壁 皮
下

10.0

右

?

・

1

左

十

督

47

300

10.0

右

十

十

3

左
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、結 腸 淋 巴 腺
一 一 一 一 一 一 一一 一 一

肺 臓 一 一 一 一 一 一 一 一 一 陶

.肝 臓
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

腎 臓 一 一 一 一 一 一 一 一 一

脾 臓 一 一 一 一 一 一 一 一 一 『

菌 接 種 部 位 ◎◎ 柵 十柵 一? ◎◎ 十什什十 十十朴十十 柵{十卜

一
柵 一

第3項lOOII9接 種

1)肉 眼的所見

第49號 例(生 存 日撒1日)二 於テノ・菌接種部位

ノ皮膚登赤 ラ呈 シテ膿瘍ニテ形成 シ、該膿 中二多

量 ノ抗酸 性菌 テ登見セルノミニシテ淋巴腺 二著

攣 テ認 メズ。

第50號 例(生 存日数3日)二 於テハ菌接種部位

二膿瘍テ形成 シ、該膿瘍周園二炎症強 ク、膿中

二多量 ノ菌 ラ護明セ リ.右 膝胴搬嚢淋巴腺、鎖

骨上窩淋巴腺二輕度 ノ腫脹 ラ認 メタル以外 二著

攣 テ認メズ。

第51號 例(生 存日撒5日)二 於 テハ、菌接種部

位 二膿膓テ形成 シ、多量 ノ抗酸性菌 テ謹明セリ。

右側膝脳鍛髪淋巴腺 二輕度 ノ腫脹 テ認メタリ。

第52號 例(生 存日数7日)

第53號 例(生 存 日撒9日)

菌接種部位 二膿瘍 テ形成 シ、多量 ノ抗酸性菌 テ

読明 セル以外二著攣ナシ。

第54號 例(生 存 日撒11日)

菌接種部位 ノ膿瘍 自潰 シ、潰瘍 ラ形成 シ、該潰

瘍面二附著 セル膿中一多量 ノ抗酸性菌 テ讃明

ス。右側頭部淋巴腺ハ大豆大二、腋窩淋巴腺ハ

小豆大二夫々腫脹 セルテ認 ム。

2)塗 抹標本鏡検成績

第49號 例、本例二於 テハ接種 セラレタル菌ハ、

近接淋巴腺内二進入スル事ナク、皮下淋巴毛細

管 ラ介 シテ頭部淋巴腺、耳下淋巴腺 ノ如 ク遠隔

淋巴腺内二出現セリ。

第50號 例、本例 二於 ケル淋巴腺 内菌褒見歌態

二於テ観察 ラ行 フニ、結核菌 ノ進行径路 ト全ク

ー致 セル事テ知ル、即 チ接種 セラレタル菌 ノ大

部分ハ膝個雛 淋巴腺内二進入 シ、之 ヨリ鼠践

部淋巴腺 二至ル、然 レドモー方又菌接種部位ヨ

リ直チニ皮下淋巴毛細管 内二進入 シタル菌ノ・頭

部淋巴腺 内二現ハル ・事 ハ、結核菌二於ケル揚

合 ト同Lサ リ。

第52號 例、皮下淋巴毛細管 中二進入セル菌ガ

頭部淋巴腺、及 ピ腋窩淋巴腺内二進入 シ、又深

部淋巴腺内二進入 シタル菌ハ部屍淋巴腺 ラ通過

シタル後腎臓部淋巴腺 二至ル。

第54號 例、本例 二於 テへ 接種 セラレタル菌 ノ

大多撒 ガ皮下淋巴毛細管テ介 シテ、皮下淋巴腺

内二現ハ レ、深部 二向ツテ進行 セントスル菌ハ

極一少部分 ナルガ如 シ。

第8表 大量生非病原性抗酸性菌接種實験

海 狸 番 號
'

49 50 51 52 53 54
メ

,

}

燈 重(瓦) 360 365 375 440 400 375

菌 接 種 量(通) 100 100 100 100 100 100

菌接種後生存日撒(日) 1 3 5 7 9 11
君

二

腸側

淋巴腺臓器名
㊨ 左 ㊨ 左 ㊨ 左 ㊨ 左 右 ㊧ ㊨ 左

噸 部 淋 巴 腺 一 十 什 一 一 一 一 柵 一 一 一 柵 ● 」■■■口

耳 下 淋 巴 腺 什 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
;一

淺 頸 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一 ■一 一 什 1一

=

}

'

}深 頸 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 ■一一 一 一 一 脚■●●, 料 一
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鎮骨 上窩淋 巴腺 一 一 一 一 一 一 一
.=一

一 一 一 一

腋 窩 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 十 一 一 一 惜 一

後肩 脾骨淋 巴腺 一 一 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一

前上縦隔蜜淋巴腺 一 一 一 十 一 一 一 一 一 一 一 一

氣管氣管枝淋巴腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

腎 臓 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 十 一 一 一 一

薦 骨 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

膝 腫鐡髪淋 巴腺 一 一 柵 一 十

一

一 一 一 一 一 一

深 鼠瞑部淋 巴腺 一 一 十 一 1-. 一 一 一 一 一1

幽 門 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一

肝 門 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一

膵 肝 門 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一

廻 盲 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一

後 盲 腸 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一

腸 間 膜 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一

結 腸 淋 巴 腺
嶋r

,一 一 一 一 一

肺 臓 一 一 一 一 一 一

肝 臓 一 一 一 一 什 一

腎 臓 一 一 一 一 一 一

聯 臓 一 一 一 一 一 一

菌 接 種 部 位 ◎◎ 冊 冊 冊 柵 柵柵

第5節 死菌接種

8頭 ノ海猿 テ使用 シ、腹壁皮下二2.5雇 ノ木戸

菌株 ノ死菌接種テ行 ヒタル後、前記生菌實験二

,於ケル ト同様種々ナル生存時間 ノ下二撲殺 ラ行

ヒ、淋巴腺 テ摘出 シ、淋巴腺菲薄塗抹標本鏡検

方法ニヨリ淋巴系統内二於 ケル死菌 ノ播布歌態

ノ検索ラ行 ヘルニ5第9表 二見ルガ如ク接種 セ

ラレタル死非病原性抗酸性菌ハ生非病原性抗酸

性菌 二比 シ菌獲見淋巴腺敷 ノ著 シク少籔 ニシ

テ、且 ツ散登性二出現スル事テ知 レリ。

第9表 腹壁皮下死非病原性抗酸性菌注入實験

広

海 猿 番 號 55 56 57 58 59 60 61 62

燈 重(瓦) 290 310 300 300 350 360 300 340

菌 接 種 量(彪) 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5

、

2.5 2.5

菌接種後 生存 日数(日) 1 3 5} 7 9 11 15 15

髄側

淋巴腺臓器名
右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左

噸 部 淋 巴 腺 二

二
こ
二
こ
一ニ

モ
ニ

什
=
=
=
=
=
=
=
=

こ
こ
二
こ
こ
二.
こ
こ
一

こ

こ

二

二

こ

こ

.二.

_ニ
ー

二
二
ニ
ーニ
ー

=

=

=

=

こ
こ
こ

こ
こ

三
=
=
=
=
一一

三
=
=
=
=
=
二

嗣

二
=
=
=
=
=
二
=

こ
一

=

=

=

=

=

=

=

二
二一
こ
ご
こ
ご
こ
こ
一

ニ
ー

=

=

=

=

=

=

=

こ
一二

二
こ
二

三
=
二

二
こ

耳 下 部 淋 巴腺
こ

三
=
～

こ
こ
一

=

=

こ
こ淺 頸 部 淋 巴 腺

一

二
=
二
=
二
=

深 頸 部 淋 巴 腺 こ
ご
こ
ご
こ
剛

こ
こ
一

上鎮 骨寓淋 巴腺

腋 窩 淋 巴 腺 =
一鍵 骨淋巴腺一

前上縦隔賓淋巴腺 こ
一

氣管氣管枝淋巴腺 一
■一

_『
＼
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腎 臓 部 淋 巴 腺1一 二
二
二

三

二

二

ニ ー

三

三
=

=

=

一 二 二
十
=
一==

=

二
二
二

三

二
二
二

三

二
二
二
二

二
ニ
ニ

三

二
二
二

三

二
二
二

三

二

ニ

ー二

三

二
二
こ

三

一

腰 下 部 淋 巴 腺
三
=

=

二

=一
二 二

=
=
=

膝 隅 雛 襲淋 巴腺 二
深 鼠 膜 淋 巴 腺 二

= モ膝 胴 窩 淋 巴 腺 一

幽 門 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 帯

膵 肝 門 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一

腸 間 膜 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 _一

廻 盲 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一

後 盲腸 部淋 巴腺 一 _》 一一 一 一 一 一 幽

結 腸 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一

肺 臓 一 一 一 一 一 一 一 一

肝 臓 一 一 一 一一 一 一 一 一

腎 臓 一 一 一 一 一 一 一 一

脾 臓 一 一 一 一 一 一 一 一

菌 注 入 部 位 柵 柵 冊 冊 柵 柵 柵 柵

第四章 総括及ビ考按

余 ハ襲 二第3報 二於テ、人型結核菌 ノ淋巴系統

ニヨル膿内播布駄態 ノ詳細 ラ悶明ニシ得 タルテ

以 テ、之ガ封照實験 ノ目的ニテ60絵 頭 ノ健康海

猿 テ試獣 トナシ、非病原性抗酸性菌中ノー菌株

ナル木戸 二就 テ實験 テ行 ヒ、.ソノ禮内播布状態

ノ詳細 テ知 リ得 タルテ以 テ、弦二縮括的考按 テ

行 フト共二結核菌 ノ淋巴系統ニヨル播布歌態 ト

ノ比較 ラ行ハ ントス。

先ヅ海猿 ノ全身淋巴腺菲薄塗 抹標本鏡検成績 ラ

通寛 スルニ、一般 二接種菌ノ謹明セラレタル淋

巴腺撒著 シク少数 ナル事 テ知ル。而 シテ接種後、

10日 、乃至20日 ノ日籔 テ経過スル ト難モ時 二

淋巴腺内二菌檜殖 ノ像 テ詮明シ得ザ リキ。帥チ

接種 セラレタル菌 ノ極少量ガ菌接種後或時期ニ
ー過性二淋巴系統内、或ハ血管系統内二進入シ

タル後淋巴腺内二進行 スルモノーシテ、其大部

分 ハ接種部位二於テ包埋 セラレ、其後ハ日撒経

過 スルモ更二菌 ノ淋巴腺内進入ラ見ザルニ至

ル、一方又接種 セラレタル菌ハ接種部位 二於 テ

時 日ノ経過 ト共 二、破壊、消滅 スルガ如シ。而

シテ菌接種後或時期 二深部淋巴系統内二進入 シ

タル菌ハ深部淋巴腺 二至 リ、淺部淋巴系統内二

進入 シタル菌ハ遠隔皮下淋巴腺内二至ル。結核

菌 二於 テハ菌接種部位 ヨリ静脈開口直前 ノ淋巴

腺二至ルマデー歩一歩進行 シ順次淋巴腺内二菌

テ謹明シ得 レドモ、非病原性抗酸性菌 二於テハ

菌 ノ淋巴腺内出現、全 ク散在性ニ シテ菌登見淋

巴腺間二連絡ラ認 ムル事 ラ得 ズ、 コノ貼ハ海狽

二封 シ病原性 テ訣如 セル葡萄歌球菌及 ピ、病原

性弱 キ溶血性連鎖状球菌 ノ淋巴系統 ニヨル播布

状態 ノ観察 テ行 ヒタル結果 ト同様 ニ シテ(東 京

署事新誌.近 刊)一 般二病原性弱 キ菌 二於 ケル播

布歌況 ノ散登性 ナル事 テ示 ス.

反之病原性 テ有 スル抗酸性菌二於テハ既二第3

報 中二報告 シタルガ如 ク、接種 セラレタル菌ハ・

淋巴腺 ラー歩一歩進行 スルモノナリ。但 シ少撒

例 ナリシモ非病原性抗酸性菌接種實験62例 中

ニへ 結核菌二於ケルガ如ク菌接種部位 ヨリ淋

巴管系路 二從 ヒテ比較的一歩一歩順次淋巴腺テ

進行 シタルモ ノアリ。 コノ揚合 ニハ該海狽 ノ個

禮的抵抗力弱 キニ依ルモ ノト考 フルガ至當ニシ

テ、接種 セラレタル菌 ノ病原性 ト試獣 ノ抵抗カ

トノ關係ハ本實験 ノ如キ揚合忽 セニスルコト能

ハズ。

更 二接種菌量 ノ多少ニヨリ菌 ノ膿 内播布状態二

攣化 ラ招來 スルヤ否ヤニ關 シ観察 テ行 ヘルニ、
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接種菌量 ノ100竈 ナル時ハ、1雇 接種時二比 シ

多少菌嚢見淋巴腺数 ノ壇加スルガ如キ傾向テ有

ス レ ドモ・ 表 二示 セル ガ如 ク著 明 ナ ル差 異 テ認

ムル事 テ得 ザ リキ。

結 論

1)非 病原性抗酸性菌 ノ淋巴腺内出現量ハ微量

ニシテ且菌褒見淋巴腺数モ極 メテ少数ナ リ。

2)非 病原性抗酸性菌 ノ淋巴腺 内出現ハ散登性

ニシテ菌登見淋巴腺相互間二菌 ノ進行径路 ノ連

絡 テ認ムル事テ得ザル場合多 シ。

・3)非 病原性抗酸性菌 ノ淋巴腺 内出現ハ散獲性

ナレドモ、其 ノ進行径路ハ結核菌 ノ進行径路 ト

同一ナラン。

4)非 病原性抗酸性菌接種實験二於テモ、試獣

ノ接種菌二封 スル抵抗力 ノ微弱ナル時ハ、病原

性菌 ノ淋巴系統ニヨル播布歌態 ノ如ク淋巴系統

ラー一歩一歩前進 シ、連緬的二淋巴腺内二菌テ謹

明 スルニ至ル。

5)非 病原性抗酸性菌 ノ接種量 ノ多少ニヨリ淋

巴腺内菌出現量二多少 ノ多寡ハアレド著 シキ差

異 ラ認ムル事能ハザ リキ。

6)非 病原性抗酸性菌接種部位二生ジタル膿瘍

ノ周園ハ結締織テ以テ包マル。

7)多 量ノ非病原性抗酸性菌接種例 二於テハ比

較的早期 二菌接種部位二潰瘍 テ形成 ス。

8)接 種 セラレタル、死非病原性抗酸性菌 ノ淋

巴腺内出現へ 生菌 二比 シ更 二散登性ニ シテ且

菌量少 シ。

脱稿二際 シ、恩師戸田教授 ノ御指導拉 二御校閲

二封 シ満腔 ノ謝意テ表 ス。
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